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平成20年12月号
乗って安心

個人タクシ
ー

社団法人

東 京 都 個 人
タ ク シ ー 協 会

会 報

■
ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど

◦
サ
ー
ビ
ス
の
差
別
化
、
例
え
ば
高
齢
者
は
半

額
、
ま
た
外
国
人
観
光
客
向
け
に
通
訳
つ
き

貸
し
切
り
タ
ク
シ
ー
な
ど
を
行
い
、
タ
ク
シ
ー

利
用
者
の
新
規
開
拓
に
努
め
て
は
ど
う
か
。

◦
車
内
で
タ
バ
コ
の
臭
い
や
体
臭
な
ど
が
気
に

な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
車
内
の
清
潔
と
消

臭
を
徹
底
し
て
ほ
し
い
。

◦
昼
間
は
少
な
か
っ
た
り
、
路
上
で
な
か
な
か

つ
か
ま
ら
な
か
っ
た
り
す
る
の
が
不
便
だ
が
、

個
人
タ
ク
シ
ー
は
経
験
豊
富
な
の
で
安
心
。

■
質
疑
応
答

塩
谷
俊
尚
さ
ん
（
ア
イ
テ
ム
ジ
ャ
パ
ン
）

マ
ス
タ
ー
ズ
制
度
の
現
状・改
善
点
は
？

　

マ
ス
タ
ー
ズ
制
度
に
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
と
い
う

意
見
や
、
せ
っ
か
く
の
み
つ
星
を
つ
け
て
い
な
い

事
業
者
も
い
る
。
制
度
自
体
に
も
っ
と
改
善
す
べ

き
点
が
あ
る
の
で
は
。

木
村
会
長　

タ
ク
セ
ン
の
負
担
金
が
安
く
な
る
こ

と
や
、
優
良
運
転
車
乗
り
場
へ
の
乗
り
入
れ
な
ど

の
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
が
、
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
「
マ

ス
タ
ー
は
安
心
」
と
い
う
利
用
者
の
評
価
を
得
る

こ
と
。
そ
れ
に
は
ま
ず
一
人
で
も
多
く
の
参
加
者

を
得
る
こ
と
が
大
事
な
の
で
、
現
在
、
参
加
者
数

の
拡
大
に
努
力
し
て
い
る
。

稲
田
廣
明
さ
ん
（
時
事
通
信
社
）

居
酒
屋
タ
ク
シ
ー
へ
の
対
応
は
？

　
「
居
酒
屋
タ
ク
シ
ー
」
に
つ
い
て
、
内
部
的
な
取

り
組
み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

木
村
会
長　

東
個
協
で
は
現
在
、
調
査
を
進
め
て
お

り
、
間
も
な
く
第
一
弾
の
処
分
を
発
表
す
る
。
時
間

は
か
か
る
が
、
こ
の
よ
う
な
違
反
行
為
は
組
織
の
根

幹
に
関
わ
る
問
題
な
の
で
、
今
後
も
調
査
を
続
け
、

処
分
を
出
し
て
公
表
し
て
い
く
予
定
。

斉
藤
裕
志
さ
ん（
㈶
東
京
タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー
モ
ニ
タ
ー
）

電
子
マ
ネ
ー
の
導
入
は
？

　

料
金
を
払
う
と
き
に
時
間
が
か
か
る
の
で
不
便
。

パ
ス
モ
・
ス
イ
カ
と
タ
イ
ア
ッ
プ
す
る
な
ど
、
電

子
マ
ネ
ー
の
導
入
は
で
き
な
い
か
。

城
副
会
長　

検
討
し
て
い
る
が
、
導
入
の
コ
ス
ト
が

ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
カ
ー
ド
は
現
在
数

種
類
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
端
末
が
異
な
る
の
で
そ
の
選

択
も
問
題
。
端
末
が
統
一
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
、
も
う
少
し
状
況
を
見
極
め
た
い
。

細
家
富
男
さ
ん
（
東
芝
三
菱
電
機
産
業
シ
ス
テ
ム
）

シ
ー
ト
ベル
ト
の
徹
底
は
？

　

後
部
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
が
義
務
づ
け
ら
れ

た
は
ず
だ
が
、
ど
う
徹
底
し
て
い
る
の
か
。

横
山
副
会
長　

10
月
１
日
か
ら
完
全
実
施
に
な
っ
た
。

タ
ク
シ
ー
は
不
特
定
の
お
客
様
が
相
手
な
の
で
難
し
い

面
も
あ
る
が
、
だ
か
ら

こ
そ
徹
底
が
必
要
に
な

る
。
違
反
は
事
業
者
が

行
政
処
分
の
対
象
に
な

る
の
で
、
事
業
者
は
も

ち
ろ
ん
、
利
用
者
に
も

ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ

う
働
き
か
け
て
い
く
。

活発な議論が行われました

第
16
回
個
人
タ
ク
シ
ー
利
用
者
懇
談
会

個
人
タ
ク
シ
ー
再
生
に
向
け
て
多
く
の
提
言

10
月
28
日（
火
）
午
後
2
時
か
ら
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で
「
第
16
回
個
人
タ
ク
シ
ー
利
用
者
懇

談
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、
木
村
会
長
よ
り
昨
年
来
の
業
界
を
め

ぐ
る
動
き
に
つ
い
て
説
明
。
さ
ら
に
昨
年
の
懇
談
会
で
出
さ
れ
た
ご
意
見
に
対
す
る
協
会
の
対
応

に
つ
い
て
前
田
専
務
理
事
か
ら
報
告
の
後
、
質
疑
応
答
と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
適
正
営
業
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
発
行

　
「
特
定
地
域
街
頭
営
業
ル
ー

ル
実
施
要
綱
」「
タ
ク
シ
ー
乗

り
場
等
適
正
運
営
推
進
制
度
」

「
警
視
庁
に
よ
る
交
通
規
制
」

な
ど
を
一
冊
に
ま
と
め
た「
適

正
営
業
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を

全
事
業
者
に
作
成
・
配
付
し

ま
す
。「
知
ら
な
か
っ
た
、
聞

い
て
い
な
い
」
の
言
い
訳
は

も
う
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
規
制

内
容
を
再
確
認
の
上
、
車
内

に
常
備
し
、
不
適
正
営
業
を

徹
底
的
に
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

都内個人タクシーの現況（平成20年11月１日現在）
許可事業者数　17,827名（先月比 －67名）
（特別区・武三17,360名　北多摩184名　南多摩283名）
傘下事業者数　17,687名（先月比 －66名）
（特別区・武三17,222名　北多摩184名　南多摩281名）



　

最
初
に
木
村
忠

義
会
長
よ
り
、「
現

況
報
告
と
し
て
は
、

今
一
番
大
き
な
問

題
は
国
土
交
通
省

で
行
わ
れ
て
い
る

交
政
審
の
議
論
で

す
。
残
り
２
回
と

な
り
、
最
後
ま
で

き
ち
ん
と
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ
で
個

人
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
突
っ
込
ん
だ
議
論
が
さ
れ
な

い
か
ら
と
い
っ
て
安
心
は
出
来
ま
せ
ん
。
や
は
り
全

国
に
広
が
る
個
人
タ
ク
シ
ー
不
要
論
・
役
割
終
了
論

が
ぬ
ぐ
い
き
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
マ
ス
タ

ー
ズ
制
度
を
主
軸
に
み
ん
な
で
頑
張
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。
先
日
行
わ
れ
た
利
用
者
懇
談
会
で
も
参
考
に

な
る
意
見
を
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
（
P.

1
参

照
）。
ぜ
ひ
客
観
的
な
目
で
見
て
、
よ
く
理
解
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

ま
た「
以
前
よ
り
、『
同
一
地
域
・
同
一
運
賃
』と『
車

両
台
数
適
正
化
』
に
向
け
た
署
名
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
署
名
数
が
足
り
ま
せ
ん
。
引
き
続
き

ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と
締
め
く
く
ら
れ
ま

し
た
。

　

続
く
議
題
審
議
で
は
、
二
件
と
も
可
決
承
認
と
な

り
ま
し
た
。

委員会委員紹介

財
務
委
員
会

委
員
長

佐
藤
康
雄

景
気
の
悪
化
に
よ
り
、
我
々
を
取
り
巻
く
環
境

が
非
常
に
厳
し
く
な
っ
て
く
る
中
、
個
人
タ
ク

シ
ー
は
、
再
生
と
い
う
大
き
な
議
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。
そ
の
支
え
と
な
る
、
財
務
の
適
切
な

管
理
に
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
い
き
ま
す
。

財
務
委
員
会

副
委
員
長

三
村
博
俊

  

平
成
20
年
12
月

【
年
末
総
点
検
に
伴
う
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
違

法
行
為
・
適
正
推
進
規
制
地
区
等
に
お
け
る
交
通
渋

滞
問
題
解
消
の
特
別
街
頭
指
導
】

平
成
20
年
12
月
１
日
㈪
か
ら
12
月
26
日
㈮
ま
で

・
違
法
行
為
の
防
止
指
導
及
び
客
待
ち
待
機
車
両

等
規
制
無
視
の
是
正
指
導

  

平
成
21
年
１
月

重
点
指
導
地
区

①
銀
座
・
新
橋
・
内
幸
町
地
区
②
羽
田
空
港

・
規
制
無
視
の
是
正
指
導
及
び
乗
り
場
周
辺
の
交

通
安
全
業
務

・
帰
京
客
等
需
要
増
加
に
伴
う
乗
り
場
の
秩
序
維

持
及
び
乗
り
場
周
辺
の
交
通
安
全
業
務

準
重
点
指
導
地
区

①
新
宿
地
区
②
渋
谷
地
区
③
池
袋
地
区
④
大
相
撲
１

月
場
所

  

平
成
21
年
１
月
の
特
別
公
開
指
導

銀
座
・
新
橋
・
内
幸
町
地
区（
平
成
21
年
１
月
23
日
㈮

午
後
10
時
か
ら
翌
午
前
１
時
ま
で
）

・
違
法
行
為
及
び
乗
り
場
等
適
正
運
営
推
進
制

度
規
制
無
視
の
防
止
指
導
及
び
周
辺
の
交
通
安

全
業
務

タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー
の
街
頭
指
導
計
画

交
通
渋
滞
の
解
消
の
た
め
に
ご
協
力
を

タ
ク
シ
ー
乗
り
場
等
適
正
運
営
推
進
制
度

規
制
地
区
の
追
加

【
追
加
規
制
地
区
・
内
容
】

（
平
成
20
年
12
月
１
日
㈪
よ
り
実
施
）

み
ゆ
き
通
り
（
山
下
橋
ガ
ー
ド
下
～
帝
国
ホ
テ
ル
駐

車
場
出
入
り
口
前
交
差
点
）

規
制
時
間

午
後
9
時
か
ら
翌
日
午
前
１
時
ま
で

（
土
・
日
、
休
日
及
び
祝
日
を
除
く
）

規
制
内
容

客
待
ち
の
禁
止

交
通
規
制
の
実
施

（
平
成
20
年
11
月
10
日
㈪
よ
り
実
施
）

新
幸
橋
交
差
点
及
び
内
幸
町
ホ
ー
ル
前
交
差
点

○
タ
ク
シ
ー
（
実
車
を
除
く
）
は
、
午
後
９
時
か

ら
翌
日
午
前
２
時
ま
で
の
間
、
国
会
通
り
の
新

幸
橋
交
差
点
及
び
内
幸
町
ホ
ー
ル
前
交
差
点
に

お
い
て
は
、
交
差
路
か
ら
新
幸
橋
ガ
ー
ド
方
向

へ
の
進
行
を
禁
止
す
る
（
内
幸
町
交
差
点
か
ら

の
通
行
は
可
能
）

幸
橋
ガ
ー
ド
下

○
タ
ク
シ
ー
（
実
車
を
除
く
）
は
、
午
後
９
時
か

ら
翌
日
午
前
２
時
ま
で
の
間
、
幸
橋
ガ
ー
ド
下

の
通
行
を
全
面
禁
止
す
る

○
幸
橋
ガ
ー
ド
下
を
終
日
相
互
の一
方
通
行
と
す
る

「これから繁忙期となります。頑張っていきましょう」

社団法人  東京都個人タクシー協会会報平成20年12月号 第 413号　⑵

理事会の
焦点
厳
し
く
な
る
現
況
―
―

気
を
引
き
締
め
て
い
き
ま
し
ょ
う

第5回

11
月
25
日（
火
）午
後
１
時

開
催
日
時

協
会
会
議
室

場

　所

議題
①
平
成
20
年
度
上
期
事
業
報
告
並
び
に
決
算
報
告
に
関
す
る
件

②
特
定
地
域
街
頭
営
業
ル
ー
ル
実
施
要
綱
一
部
改
定
に
関
す
る
件

【
警
視
庁
よ
り
】

「
帝
国
バ
ッ
ク
」
と
呼
ば
れ
る
行
為
は

道
路
交
通
法
違
反
で
あ
る

　

銀
座
の
通
称
「
帝
国
バ
ッ
ク
」
行
為
は
小
刻

み
な
後
退
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
他
の
車
両
等

の
正
常
な
交
通
を
妨
害
す
る
恐
れ
が
あ
れ
ば
法

定
の
後
退
禁
止
違
反
に
問
わ
れ
る
上
、
結
果
的

に
数
十
メ
ー
ト
ル
も
の
距
離
を
後
退
す
る
行
為

は
、
進
行
方
向
に
対
す
る
逆
行
（
右
側
通
行
）

を
行
っ
て
い
る
こ
と
と
な
り
、
通
行
区
分
違
反

と
な
る
（
道
路
交
通
法
第
17
条
、
第
25
条
の
２
）。

な
お
、
後
退
距
離
に
か
か
わ
ら
ず
事
故
を
引
き

起
こ
し
た
場
合
は
刑
事
責
任
や
行
政
上
の
責
任

が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。



氏
名	

所
属
団
体	

享
年  	

病
名

小
野
　
博
さ
ん	

（
東
個
協
・
足
立
第
二
）	

66
歳
　	

胃
が
ん

鈴
木
勝
則
さ
ん	

（
都
営
協
・
事
業
団
）	

62
歳	

肝
細
胞
が
ん

三
浦
景
芳
さ
ん	

（
東
個
協
・
墨
田
）	

70
歳	

大
腸
が
ん

儀
間
崇
哲
さ
ん	

（
東
個
協
・
文
京
第
一
）	

70
歳	

肺
腫
瘍

名
越
吉
市
さ
ん	

（
都
営
協
・
江
戸
川
）	

58
歳	

心
不
全

古
屋
敷
敏
郎
さ
ん	

（
東
個
協
・
杉
並
第
二
）	

60
歳	

心
不
全

＊
９
月

五
十
嵐
茂
男
さ
ん（
都
営
協
・
東
陽
）	

60
歳	

不
明

　

訃
報　
　

＊
10
月

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

社団法人  東京都個人タクシー協会会報平成20年12月号 第413号　⑶

10
月
24
日（
金
）午
前
11
時
よ
り
、国
土
交
通
省
10
階
共
用
大
会
議
室
で
、自
動
車
関
係
功
労
者
へ
の
国
土
交
通

大
臣
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
し
た
東
京
の
事
業
者
５
名
の
、
喜
び
の
声
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
栄
誉
を
称
え
ら
れ
た
日

合
計
１
３
６
件
の
苦
情
・
要
望　

接
客
態
度
不
良
、
料
金
ト
ラ
ブ
ル
が
上
位
に

平
成
20
年
自
動
車
関
係
功
労
者
大
臣
表
彰

平
成
20
年
度
上
半
期　

苦
情
・
要
望
等
集
計
報
告

法
令
遵
守
を
貫
い
て
32
年

大
河
力
男
さ
ん
（
都
営
協
・
東
京
北
）

　

事
業
者
に
な
っ
て
32
年
間
、

家
を
出
て
か
ら
運
転
中
は
も
ち

ろ
ん
、
車
を
車
庫
に
入
れ
る
ま

で
が
勝
負
だ
と
思
っ
て
、
ず
っ

と
や
っ
て
き
ま
し
た
。
基
本
は

や
は
り
法
令
遵
守
で
、
そ
れ
が

今
回
の
大
臣
表
彰
に
繋
が
り
ま

し
た
。
ま
た
、
病
気
で
仕
事
を
休
ん
だ
こ
と
も
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
妻
が
し
っ
か
り
者
で
、
運
転
に

専
念
で
き
る
こ
と
も
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。
定
年

ま
で
健
康
に
気
を
つ
け
、
無
事
故
無
違
反
で
い
く
つ

も
り
で
す
。

つ
い
に
こ
の
日
が
き
た

額
賀
六
合
尾
さ
ん
（
東
個
協
・
葛
飾
第
二
）

　

大
臣
表
彰
は
事
業
者
に
な
っ

た
と
き
か
ら
の
目
標
で
し
た
。

「
つ
い
に
こ
の
日
が
き
た
」
と

い
う
思
い
で
す
。
法
人
か
ら
数

え
て
50
年
間
の
タ
ク
シ
ー
生
活
、

特
に
事
業
者
に
な
っ
て
か
ら
は
初
心
を
忘
れ
な
い
よ

う
に
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
「
事
故
を
起
こ
さ
な

い
」
と
決
め
、
そ
の
と
お
り
に
す
る
、
こ
の
積
み
重

ね
で
す
。
今
回
の
受
賞
を
若
い
人
た
ち
が
見
て
、「
よ

し
自
分
も
」
と
思
っ
て
く
れ
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
。

家
族
の
協
力
に
感
謝

服
部
榮
夫
さ
ん
（
東
個
協
・
練
馬
）

　

ハ
イ
ヤ
ー
の
運
転
手
か
ら
タ

ク
シ
ー
に
転
向
し
、
い
つ
の
間

に
か
40
年
以
上
も
こ
の
世
界

で
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
自
分

を
ず
っ
と
支
え
て
き
て
く
れ

た
妻
と
娘
が
今
回
の
受
賞
を
喜
ん
で
く
れ
た
こ
と

が
う
れ
し
い
で
す
。
ま
た
組
合
の
仲
間
は
も
ち
ろ

ん
、
健
康
に
生
ん
で
く
れ
た
母
に
も
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　

明
日
か
ら
は
、
ま
た
一
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

無
理
せ
ず
健
康
に
気
を
つ
け
て
、
安
全
・
安
心
、
そ

し
て
信
頼
を
積
み
重
ね
て
い
き
ま
す
。

常
に
初
心
に
帰
り
、
安
全
運
転
で

松
田
章
司
さ
ん
（
東
個
協
・
大
田
第
二
）

　

35
年
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者

と
し
て
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

家
族
や
組
合
の
仲
間
の
協
力
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う

な
名
誉
の
あ
る
賞
を
い
た
だ
け

た
と
思
い
ま
す
。
周
囲
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
管
理
に
注
意
し
、
初
心

に
帰
っ
て
、
こ
の
賞
に
恥
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

安
全
運
転
で
頑
張
り
ま
す
。

常
に
真
剣
に
向
き
合
う

白
石　

勝
さ
ん
（
東
個
協
・
荒
川
）

　

事
業
者
生
活
も
35
年
。
法
規

を
守
る
こ
と
を
は
じ
め
、
毎
日

安
全
運
転
に
徹
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
受
賞
は
本
当
に
う
れ
し

く
、
今
ま
で
以
上
に
個
人
タ
ク

シ
ー
事
業
者
と
し
て
真
剣
に
や
っ
て
い
き
た
い
と
い

う
思
い
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
若
い
人

た
ち
に
も
常
に
「
真
剣
」
に
仕
事
に
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

平成20年度上半期苦情・要望等集計報告書
（平成20年５月１日～平成20年10月31日）

内容別 申告事案（前年） 匿名事案（前年） 合計（前年）

接客態度不良 24 （25） 件 18 （16） 件 42 （41） 件
　言葉使い 15 （16） 件 9 （13） 件 24 （29） 件
　地理不案内 6 （3）件 1 （1）件 7 （4）件
　福祉・障害者関係 0 （2）件 5 （0）件 5 （2）件
　領収書トラブル 0 （1）件 0 （2）件 0 （3）件
　その他 3 （3）件 3 （0）件 6 （3）件
料金トラブル 15 （11） 件 3 （9）件 18 （20） 件
　不当料金請求 5 （1）件 0 （3）件 5 （4）件
　料金不審 5 （6）件 2 （3）件 7 （9）件
　カード等トラブル 2 （1）件 0 （0）件 2 （1）件
　釣り銭トラブル 3 （3）件 1 （3）件 4 （6）件
乱暴運転・危険運転 8 （7）件 11 （12） 件 19 （19） 件
迂回運転 5 （6）件 4 （0）件 9 （6）件
車内異臭・車内清掃不良 1 （1）件 4 （2）件 5 （3）件
目的地違い 3 （3）件 1 （3）件 4 （6）件
運送の継続の拒絶又は中断 3 （0）件 0 （0）件 3 （0）件
その他 7 （15） 件 11 （8）件 18 （23） 件
指導通報 17 （31） 件 0 （0）件 17 （31） 件
感謝 0 （0）件 1 （0）件 1 （0）件

合　計 83 （99） 件 53 （50） 件 136 （149） 件

【苦情対象事業者の年齢構成】	 	 	 	 	 	

事業者数 件数 比率
４０歳未満 231人 なし   0.000％
４０～４４歳 658人 1人 0.152％
４５～４９歳 923人 1人 0.108％
５０～５４歳 1,615 人 9人 0.557％
５５～５９歳 3,744 人 24人 0.641％
６０～６４歳 4,312 人 39人 0.904％
６５～６９歳 3,186 人 18人 0.565％
７０～７４歳 2,191 人 16人 0.730％
７５歳以上 893人 10人 1.120％



トピックス
なんでも 地域のおすすめスポットや

クラブ活動、
名物ドライバーなど
なんでもご紹介

充実の内容
でお届けし

ます！

東
京 

　
　
　
　
　

 

支
部
紹
介

第
6
回

る
ぐ

り

個
人
タ
ク
シ
ー
の
原
点
に
立
ち
返
る

東
京
運
輸
支
局　

石
橋
健
次
長

　

発
足
当
初
は
、
利
用
者
に
「
選
ん
で
で
も
乗

り
た
い
」
と
言
わ
れ
た
個
人
タ
ク
シ
ー
で
す

が
、
近
年
は
法
人
の
評
価
の
ほ
う
が
高
い
よ

う
で
す
。
そ
し
て
今
日
、
期
限
更
新
対
象
者

２
３
１
５
人
の
う
ち
、
27
％
の
方
が
こ
こ
に
参

加
さ
れ
て
い
ま
す
。
約
３
人
に
1
人
と
い
う
結

果
は
、
非
常
に
残
念
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
は
公
共
交
通
の
一
翼
を
担
っ
て
い

る
方
々
で
す
。
ま
た
個
人
事
業
者
と
し
て
、
安

全
・
車
両
・
健
康
の
３
つ
の
管
理
に
責
任
を

負
っ
て
い
ま
す
。
厳
し
い
経
営
・
交
通
環
境
に

あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
そ
の
社
会
的
使
命
を

忘
れ
る
こ
と
な
く
適
正
営
業
に
努
め
て
い
た

だ
き
た
い
。
な
ぜ
こ
こ
に
呼
ば
れ
た
か
を
考

え
、
改
め
て
個
人
タ
ク
シ
ー
の
原
点
に
立
ち
返

る
機
会
に
し
て
く
だ
さ
い
。　

そ
し
て
利
用

者
か
ら
「
ま
た

乗
り
た
い
」
と

言
わ
れ
る
よ
う

な
、
誇
り
の
持

て
る
事
業
運
営

を
さ
れ
る
よ
う

期
待
し
て
い
ま

す
。

タ
ク
シ
ー
事
故
増
加
へ
の
危
機
感
を

︱
︱
３
人
の
講
師
に
よ
る
講
義

　

研
修
で
は
３
人
の
講
師
が
安
全
・
安
心
、
適

正
営
業
に
つ
い
て
講
義
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
警

視
庁
交
通
部
交
通
総
務
課
の
大
曽
根
貢
係
長
が

「
東
京
で
交
通
事
故
が
減
少
し
て
い
る
中
、
タ

ク
シ
ー
の
事
故
だ
け
が
増
え
て
い
ま
す
。
タ
ク

シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
は
本
来
、
ロ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

で
あ
り
、
個
人
タ
ク
シ
ー
は
、
そ
の
中
で
も
特

に
知
識
・
経
験
豊
富
な
優
れ
た
人
た
ち
で
す
。

自
覚
と
誇
り
を
持
っ
て
適
正
営
業
に
努
め
て
ほ

し
い
」
と
強
く
語
り
か
け
ま
し
た
。

　

続
い
て
東
京
運
輸
支
局
整
備
部
門
の
伊
藤
正

雄
陸
運
技
術
専
門
官
は
「
深
夜
か
ら
未
明
に
か

け
て
の
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
安
全
に

対
し
て
も
っ
と
前
向
き
に
な
り
、
急
い
で
も
ス

ピ
ー
ド
を
出
し
す
ぎ
な
い
、
暗
く
な
っ
た
ら
早

め
の
点
灯
な
ど
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
」
と
、

安
全
運
転
の
心
構
え
を
改
め
て
強
調
し
ま
し

た
。
最
後
に
東
京
運
輸
支
局
輸
送
部
門
の
山
口

直
樹
運
輸
企
画
専
門
官
が
「
皆
さ
ん
は
個
人
営

業
の
自
由
と
と
も
に
、
重
い
責
任
も
負
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
を
自
覚
し
、
現
在
の
乱
れ
た
秩
序

の
回
復
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
無
事
故
無

違
反
を
続
け
て
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
な
っ

た
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
継
続
し
て
い
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

東
京
運
輸
支
局
主
催　

許
可
期
限
更
新
特
別
研
修

社
会
的
使
命
を
改
め
て
認
識
し
て
ほ
し
い

10
月
24
日（
金
）、
豊
島
区
立
豊
島
公
会
堂
で
許
可
期
限
更
新
特
別
研
修
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
平
成
20
年
５
月
31
日
付
期
限
更
新
者
の
う
ち
、
道
路
交
通
法
違
反
な
ど
で
更
新
期
限
が

１
年
と
な
っ
た
６
３
６
名
が
受
講
し
ま
し
た
。
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東
京
都
個
人
タ
ク
シ
ー
協
同
組
合

荒
川
支
部

み
ん
な
の
「
和
」
を
大
切
に
、

意
見
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
ま
す

　

昭
和
35
年
に
尾
久
タ
ク
シ
ー
親
睦
会
と
し
て
発
足

し
ま
し
た
。
３
年
前
に
世
代
交
代
を
き
っ
か
け
に
、

み
ん
な
の
意
見
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
特
に
、
以
前
支
部
に
在
籍
し
て
い
た
宮

下
眞
治
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
Ｏ
Ａ
化
を
推
進
。
事

務
局
の
要
望
を
取
り
い
れ
た
、
し
っ
か
り
と
し
た
個

人
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
特
徴
で
す
。

　

ま
た
一
番
の
自
慢
は
、
先
日
行
わ
れ
た
自
動
車
関

係
功
労
者
大
臣
表
彰
を
は
じ
め
、
毎
回
た
く
さ
ん
の

支
部
員
が
優
良
運
転
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
こ
と
。

こ
れ
も
﹁
支
部
員
さ
ん
の
日
ご
ろ
の
心
掛
け
と
、
し
っ

か
り
と
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
お
か
げ
﹂
と
平
井
支
部

長
。
さ
ら
に
、
野
球
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
・
釣
り
な
ど
部

活
動
も
盛
ん
で
す
。
中
で
も
山
学
部
で
は
３
０
０
０

メ
ー
ト
ル
級
の
山
に
挑
戦
す
る
、
本
格
的
な
人
も
多

く
、
素
晴
ら
し
い
実
績
を
誇
り
ま
す
。

３ヶ月に１回ペース
で発行している「あ
らかわだより」。支
部員から原稿を集
め、総務の方を中
心に編集を行って
います。営業に関
わることはもちろ
ん、山学部の写真
をはじめ部活動の
実績紹介まで、盛
りだくさん。

支部みんなで作り上げる一冊

前列左から矢萩総務担当理事、小山経理担当理事、平井支部長／
後列左から矢澤副支部長兼総務部長、大森経理部長、平林共済
部長

右ページの「支部を去る方のご
紹介」はねぎらいの思いを込め
て、平井支部長が提案

「事務所のレイアウトも意見を
出し合って決めました」

薬師岳で、荒川支
部の旗を持って記
念撮影

右ページの「支部を去る方のご

個人タクシーの社会的責任について話す石橋次長




